
〔備考〕 〔備考〕
１～６ ［略］ １～６ ［略］
７ 第20条第６項


に規定する書面は、なるべく次の文例により作成する。 ７ 第20条第５項


に規定する書面は、なるべく次の文例により作成する。
（文例） （文例）

承 諾 書 承 諾 書
平成 年 月 日 平成 年 月 日

商標権者 商標権者
住所（居所） 住所（居所）
氏名（名称） 殿 氏名（名称） 殿
商標登録番号 第 号 商標登録番号 第 号
貴殿（貴社）が上記商標権の指定商品について書換登録の申請をすることを承諾します。 貴殿（貴社）が上記商標権の指定商品について書換登録の申請をすることを承諾します。
専用（通常）使用権者（質権者） 専用（通常）使用権者（質権者）
住所（居所） 住所（居所）
氏名（名称）  氏名（名称） 
８ ［略］ ８ ［略］

様式第22（第18条の３関係） 様式第22（第18条の３関係）
［略］ ［略］
〔備考〕 〔備考〕
１～７ ［略］ １～７ ［略］
８ 「【返還金振込先】」の欄には、次の要領で返還金を受けるべき返還請求人又は代理人の銀
行口座について記載する。「【金融機関名】」には「〇〇銀行（金庫）〇〇支店」のように、「【口
座種別】」には「普通預金」又は「当座預金」の別を、「【口座番号】」には「〇〇〇〇〇〇〇」
のように口座番号を、「【フリガナ】には必ず片仮名で口座名義人の振り仮名を、「【口座名義
人】」には当該口座の名義人の氏名又は名称をそれぞれ記載する。指定立替納付者による納


付においては、【金融機関名】、【口座種別】、【フリガナ】、【口座名義人】及び【口座番号】に

は「」のようにハイフンを記載する。


８ 「【返還金振込先】」の欄には、次の要領で返還金を受けるべき返還請求人又は代理人の銀
行口座について記載する。「【金融機関名】」には「〇〇銀行（金庫）〇〇支店」のように、「【口
座種別】」には「普通預金」又は「当座預金」の別を、「【口座番号】」には「〇〇〇〇〇〇〇」
のように口座番号を、「【フリガナ】には必ず片仮名で口座名義人の振り仮名を、「【口座名義
人】」には当該口座の名義人の氏名又は名称をそれぞれ記載する。



９～11 ［略］ ９～11 ［略］

備 考 表 中 の ﹇ ﹈ の 記 載 は 注 記 で あ る 。

（ 意 匠 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴 う 関 係 省 令 の 整 備 及 び 経 過 措 置 等 に 関 す る 省 令 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 意 匠 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴 う 関 係 省 令 の 整 備 及 び 経 過 措 置 等 に 関 す る 省 令 （ 平 成 十 九 年 経 済 産 業 省 令 第 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 に よ り 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 は 、 こ れ に 順 次 対 応 す る 改 正 後 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 の よ う に 改 め る 。

改 正 後 改 正 前

様式第２（第18条関係） 様式第２（第18条関係）
【書類名】 出願人名義変更届 【書類名】 出願人名義変更届
（【提出日】 平成 年 月 日） （【提出日】 平成 年 月 日）
【あて先】 特許庁長官 殿 【あて先】 特許庁長官 殿
【事件の表示】 【事件の表示】
【出願番号】 【出願番号】
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